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日立物流グループの強み

オペレーション遂行力

先進的なロジスティクス
エンジニアリング力

グローバルネットワーク
グローバルサプライチェーンを支える事業拠点

データ分析、作業運営設計、包装設計、先端技術導入のプロフェッショナル集団

ロジスティクスエンジニアリング力を駆使し、先端テクノロジーを導入

日立物流グループの３つの強みは、「オペレーション遂行力」「先進的なロジスティクスエンジニアリング力」
「グローバルネットワーク」です。物流事業会社として創業以来７０年間培ってきたノウハウや
ネットワークを源泉に、安全性、品質、生産性に優れた総合物流サービスを社会に提供しています。

1つ目の強みは、安全性、品質、生産性に優れた総合物流サービスを提供するための「オペレーション遂行力」です。
物流に精通した多様な人財、輸送アセット、デジタル事業基盤、ノウハウ、ネットワークを駆使し、20,000社以上の
お客様にサービスを提供しています。製造業のモノづくりを⽀える物流会社として誕生した当社ならではのこの強
みを、VC21活動などの改善活動や協創により、継続的に強化していきます。

２つ目の強みは、物流現場の生産性や品質向上のために必要不可欠な「ロジスティクスエンジニアリング」やデータ
サイエンスの知見を持つ人財および豊富なノウハウです。この力を駆使し、課題分析、改善提案や、先端テクノロ
ジーの現場への実装を推進しています。

※データサイエンティスト：お客様のサプライチェーンの課題を
データに基づいて発見し解決する人財

※AGV:Automated Guided Vehicle（自動無人搬送車）

３つ目の強みは、お客様のグローバルサプライチェーンを⽀え、物流戦略を実現する「グローバルネットワーク」で
す。このネットワークの活用により、シームレスで高品質なサービスを提供しています。

（注）：国際物流における国内会社計上分と物流周辺事業を日本の売上収益に含む
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SSCVグループ内導入数
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29の国と地域 761拠点 計741万㎡
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3PL事業
調達物流サービス、生産物流サービス
販売物流サービス、静脈物流サービス

重量機工事業
プラント関連輸送、機械・機器設備輸送

鉄道関係設備輸送、精密機器輸送
各種研究設備輸送

フォワーディング事業
国際航空輸送、国際海上輸送

国際トラック輸送、国際鉄道輸送

物流に精通した多様な人財
グループ人員

社会と人々の暮らしを
支える輸送アセット
車両保有台数（リース車含む）

LOGISTEEDを支える
デジタル事業基盤
自社開発稼働システム数

45,328名

16,792台

513

約15％

3PL事業国内シェア

20,000社以上

顧客数（国内・海外）

3PL国内マーケットリーダー

日本
71.6%北米 6.3%

欧州 9.8%
アジア 6.0%
中国 6.2% その他・

連結消去
0.1%

売上収益 
6,723億円

地域別売上収益比率

AGV※、無人フォークリフト等 自動化設備の導入

AGVグループ内導入数　約２３０台

ロジスティクスエンジニアリング人財　約２2０名
データサイエンティスト※: 育成講座受講者数58名（累計）を含む

車両挙動
眠気情報

運行管理者
リアルタイムで
異常を検知

運転前後　
ドライバーの
生体情報


